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R（入替・代替）手順や担当を変えられるか

C（結合）作業をまとめられるか

今後の
実施内容

　今後、ますます少子高齢化が加速するとともに、外国人住民との共生の必要性の高まりなど、様々
な地域課題がある中で、住み慣れた地域でいくつになっても健康で生き生きと過ごすことができる
よう、健康づくりに関し、関係機関と連携した取組がより一層必要となる。
　各種ボランティアのうち、食生活改善推進員については、世代の特徴を捉え、実情に応じた取組内
容の工夫を図るとともに、なりて不足の解消に向け、検討を行っていきたいと考える。
　また、保健連絡員については、設置基準や活動内容等について様々な課題があり、これらについて
精査を行い、適宜、他の既存の組織との協働を視野に入れ、関係課との調整を図るなど、保健連絡員
活動の再構築に向け、現在取り組んでいる状況である。
　今後、必要に応じ、設置基準や取組内容の変更を行うなどし、新たな保健連絡員活動の取組内容に
ついて取り纏め、時代にフィットした形で地域の健康づくりを推進していきたいと考える。

　地区組織活動として、保健連絡員及び食生活改善推進員を養成し、その活動を支援している。
　このうち、食生活改善推進員については、養成講座を開催し、会員の充実に努めているものの、講
座の受講者が低迷しており、なり手不足が課題となっている。活動内容として、SNSの活用や学校等
とも連携するなどし、活動の幅を広げ、より若い世代から健康な身体づくりを支援し、豊かな生涯を
送ることができるよう、食を通じた啓発活動の充実化に向け、様々な取組を行っている。
　一方、保健連絡員については、設置要綱に基づき、区長推薦にて選出を依頼しているが、なり手不
足から選出に難航するといった状況もあり、R7の保健連絡員数は前年度より１０人減少し、233人
となっている。
　保健連絡員をはじめとするそれぞれのボランティア養成講座をとおし、様々な視点での健康に関す
る正しい知識の普及啓発を行い、自身の健康づくりに関する意識の高揚を図るとともに、地域の健
康づくりに目を向けた活動に繋げられるよう学習会などを行い、地区の実情に応じた健康づくりに
係る取組を行っている。
　これらの取組の達成状況を確認する項目として、健康展参加者数があげられ、R4からR6について
多少の増減はあるものの、1,500人前後を推移しており、目標は達成していると考える。
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S（単純化）もっと簡単にできるか

実績 ― ― ― ―

目標 ― ―

― ―

実績 ー ー ー 147
指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

成果指標

Ｒ6 Ｒ7

保健連絡員として健康に関する取組を
行った人の数

人
目標 ― ― ―

―

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 11,037 13,582 14,723 13,626

人件費（Ｂ） 千円 6,304 6,304 6,304 6,304

人件費 0.25

0.75正規職員 人 0.75 0.75 0.75

1,556

予算額 千円 7,343 7,288 7,003 7,197 5,348

対前年比 ％ ― 153.77% 115.68% 86.97%

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

3,597 5,731 6,231

計（Ａ） 4,733 7,278 8,419 7,322

5,766

国・県支出金 1,136 1,547 2,188

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他

0.25会計年度任用職員 人 0.25 0.25

地域の健康づくりに関するボランティアを養成するとともに、地域の実情等に応じた活動を
通じ、住み慣れた地区において、住民が健康で生き生きとした生活を営むことができるよう
支援する。

事業概要

■保健連絡員活動支援事業：養成講座等を開催し、健康に関する正しい知識の普及を図る。
また、保健連絡員による個人活動や地区活動をとおし、健康に関し、学んだ知識を地域に還
元し、地区の健康づくりに関する意識の高揚を図る。
■食生活改善推進員活動支援事業：養成講座を開催し、食の健康に関するボランティアを養
成するとともに、地区における取組をとおし、食を通じた健康なまちづくりに向けた活動を
支援する。

事業の経緯
・

年度計画

1 目 4 大 3 中2 事業区分 その他（評価対象） 款 4 項

改善
取組内容

・食生活改善推進員養成講座の実施内容の変更
・保健連絡員に係る設置要綱の変更（世帯数による設置数、活動期間等）
・保健連絡員に係る年間活動内容についての変更
・地域協議会との協働
・地区健康展等支援事業委託料のR8の予算をR7予算より728千円削減し、731千円に変更
　　これまでの実績、連携協定の締結状況等から健康展開催時の健康機器に係る予算額を見直し、令和8年度の
　　予算総額をR7から728千円削減する。
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小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

7
展開
方向

■経緯   ①保健連絡員：昭和60年度より事業開始。（R6は121区に設置、243名、R7は117区に設置、233名が保健連絡員として活動実施）
            ②食生活改善推進員：平成１１年度より事業開始。（R6は２５名、R7は１３名が食生活改善推進員として活動実施）
■年度計画
　・保健連絡員活動
　　総会（年1回）、合同学習会（年2回）、地区懇談会（年1回）、養成講座（年3～5回程度）、地区別学習会（６地区適宜開催）、体験講座（年１～2回:希望制で受講）　　等
　・食生活改善推進員活動
　　総会（年1回）、定例会（月2回）、広報・SNS等でのレシピ掲載、学校における食の学びの支援活動事業　等

～ 令和９年度以降

担当部 健康生きがい支え合い推進部 担当課・担当係 保健センター　成人保健係
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事業の目的・効果


